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行　事　予　定
公益社団法人山梨県栄養士会第32回定時総会	 6月24日（金）	 ぴゅあ総合
歯と口の健康週間	 6月	 各保健所管内支部
生涯教育研修会	 6月18日（土）・7月30日（土）・8月6日（土）	 山梨学院短期大学
	 9月3日（土）・10月1日（土）・11月5日（土）	 （7月のみぴゅあ総合）
	 12月3日（土）・H29年2月18日（土）	
公益社団法人日本栄養士会定時総会	 6月26日（日）・27日（月）	 東京都
在宅訪問栄養食事指導従事管理栄養士人材育成研修会	 7月9日（土）・8月2日（火）	 ぴゅあ総合
栄養指導実践セミナー	 7月23日（土）	 ぴゅあ総合
児童福祉施設におけるクッキング講座	 8月27日（土）	 山梨学院短期大学
日本栄養改善学会	 9月7日（水）～9日（金）	 青森市
関東甲信越地区各県栄養行政担当者と
　各県栄養士会長および連盟支部長との合同会議	 9月13日（火）・14日（水）	 山梨県
JDA-DAT養成研修会	 9月17日（土）〜19日（月）	 東京都
いきいき山梨ねんりんピック2016への協力	 9月24日（土）	 小瀬スポーツ公園
第6回全国栄養士大会・平成28年度全国栄養改善大会	 10月24日（月）	 神戸市
県民の日記念行事への協力	 11月12日（土）・13日（日）	 小瀬スポーツ公園
栄養管理研修会（県と共催）	 11月20日（日）
県民歯科保健のつどい	 11月27日（日）	 アイメッセ山梨
管理栄養士・栄養士新任者研修会及び栄養業務研究発表会	 ２月	 山梨学院短期大学
ミルクでおいしく減塩＝乳和食のすすめ研修会	 開催日時未定
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研修会を受講して管理栄養士・栄養士の力を出し合おう
公益社団法人 山梨県栄養士会　会長　田草川　憲男　

　毎年　多くの会員の皆様にご出席いただいております定時総会が今年も６月 24日（金）に開催され
ます。この総会で、今年度の研修会等事業計画を提案しご審議いただきます。今年の主な研修会は、
１　在宅訪問栄養食事指導従事管理栄養士人材育成研修会の開催
　　　と　き：７月９日（土）及び８月２日（火）　　ところ：ぴゅあ総合
　　　目　的：
　　　　・訪問栄養指導のスキルを十分備えた管理栄養士を育成するため
　　　　・�保健所・市町村等公衆衛生事業部をはじめ各職域においては「健やか山梨 21（第 2次）」の

目標にある「健康寿命の延伸」等高齢者対策を推進するため 
　　　　・福祉事業部等高齢福祉における対象者への支援のため
　　　　・高齢者の健康に関心のある管理栄養士・栄養士
　　　　等をすすめるために開催いたします。
２　�「女性アスリートのためのスポーツ栄養・運動選手に必要な食事の取り方と公認スポーツ栄養士の
役割と活用」をテーマにした研修会の開催

　　　と　き：11月５日（土）　　ところ：山梨学院短期大学
　　　目�　的：アスリートの「食」を考える上で理解しておかなければならない、身体活動の増加に伴っ

て、エネルギーや栄養素の必要量は多くなることや、身体活動時間が長くなると消化・吸収時間
が短くなるなど、アスリートが持つ食の問題を考え、公認スポーツ栄養士について解説します。

３　栄養指導実践セミナーの開催
　　　と　き：７月 23日（土）　　ところ：ぴゅあ総合
　　　目�　的：「高齢者のフレイルとその予防に向けた栄養」を東京大学大学院医学系研究科加齢医学

講座 小川純人先生にまた公立大学法人青森県立保健福祉大学健康科学部 栄養学科准教授 管理
栄養士　齋藤長徳先生に、さらにワークショップでは、山梨学院短期大学 食物栄養科教授 深
沢早苗先生と一緒に栄養指導実践力の向上やコミュニケーション力の向上を学習いたします。

４　生涯教育研修会
　　　日程は、同封資料を参照して下さい。
５　各職域事業部・各支部研修会の開催　総会終了後の情報交換会にも参加して、仲間を増やしましょう。
　まだ会員になられていない方にもご参加いただき、栄養士会の仲間のすばらしさや研修システム・互
いに団結することの大切さなどを知っていただく期待にしたいと思います。
　そのためには、皆様方にお願いがあります。
　同一施設で会員になられていない方や委託給食側に所属されていて会員になられていない方にお声を
かけていただき、総会・栄養指導・給食関連商品の展示会・情報交換会にお誘いいただき、お連れいた
だきたいと思います。お連れしていただい会員の方には、プレゼントを用意いたしますので、あらかじ
め事務局にお知らせください。みんなで、楽しい栄養士会にしていきましょう。

総会風景 栄養指導・給食関係商品展示会 情報交換会 情報交換会

告　　示

山　栄　発　第 43号
平成 28年 5月 30日

第32回（平成28年度）定時総会並びに
研修会の開催について（通知）

正会員　各位
公益社団法人山梨県栄養士会会長　田草川　憲男　

　謹啓　会員の皆様方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご協力をいただき感謝いたします。
　さて、つぎにより平成 28年度定時総会を定款第 12条の規定に基づき開催いたしますので、ご出席くださいますようご案内申
し上げます。

　日　時　平成 28年 6月 24日（金）11：10～ 16：30（10：00～連盟総会を開催）
　会　場　山梨県立男女参画推進センター　ぴゅあ総合
　　　　　　（甲府市朝気 1-2-2　電話 055-235-4171）
　日　程
　　　　　11：10～ 11：40　　賛助会員による新商品等紹介・説明
　　　　　11：40～ 13：00　　賛助会員商品展示の見学等及び昼食
　　　　　13：00～ 14：00　　公益社団法人山梨県栄養士会定時総会
　　　　　14：00～ 15：00　　講演
　　　　　　　　　　　　　　　「JDA-DAT（日本栄養士会災害支援チーム）の活動について
　　　　　　　　　　　　　　　～�熊本地震の避難所支援を実施して・これから管理栄養士・栄養士が準備しておかなければなら

ない技能は～」
　　　　　　　　　　　　　　　　講師　JDA-DAT運営委員　管理栄養士　深澤　幸子（本会副会長）
　　　　　15：10～ 16：30　　情報交換会（会費 500円）・参加申込みが必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　 知り合いを増やそう・日頃疑問に思っていることを仲間から聞こう・
　　　　　　　　　　　　　　　 栄養士会にあんなことこんなことを要望しよう・提案しよう
　　　　　　　　　　　　　　　 未入会員を積極的に誘って参加しよう！

　第 32回定時総会次第（13：00～ 14：00）
　　会長あいさつ
　　来賓祝辞
　　平成 27年度各栄養関係表彰者の紹介
　　目的事項
　　　第 1号報告　平成 27年度事業報告の件
　　決議事項
　　　第 1号議案　平成 27年度決算承認の件
　　　第 2号議案　役員選任の件
　　　第 3号議案　平成 28年度事業計画の件
　　　第 4号議案　平成 28年度収支予算書の件
　　　第 5号議案　資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の件
　　　第 6号議案　定款の一部変更の件
注意：総会出席者は次のことにご留意下さい。
１　総会に出席の正会員は「栄養やまなし」No.103（この総会特集号）をご持参下さい。
　　当日、総会資料は配付いたしませんので忘れないようにお願いします。
２　総会に出席出来ない正会員は、開催時間までに同封の「議決権行使用紙」を必ず提出して下さい。
　　（議決権行使用紙の提出は法律で決められた正会員の義務です。忘れずに義務の履行をお願いします。）
３　�総会出席正会員は 12時 45分までに受付を済ませ、総会会場に入場して下さい。なお、当日は会員証カードをご持参下さい。
　　不明の点は、事務局にお尋ね下さい。（ＴＥＬ／ＦＡＸ　055-222-8593）
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１．提案理由
　定款第 43 条第１号及び第２号に規定する、会長
が作成した「事業報告」及び「事業報告の附属明細書」
について、社員総会の承認を得たいので、その承認
をお願いするものであります。なお、一般社団法人
及び一般財団法人に関する法律第 124 条に規定する
監事の監査を受け、適正意見を頂戴しております。

事業の概要について
１　�栄養改善、健康づくり及び生活習慣病予防に資
する事業

　　�栄養なんでも相談事業・強化精麦普及啓発事業・
健康づくり提唱のつどい・インスタントラーメ
ン「健康・栄養」セミナー・食生活と植物油栄
養に関するセミナー・県民の日記念事業

２　�職業倫理の高揚を図り、栄養指導、栄養管理技
術の向上に関する事業

　　�栄養管理研修・生涯教育研修会・職域事業、・研
究発表会

３　疾病の重症化予防や寝たきり予防に資する事業
　　特定保健指導
４　�ホームページ等による正しい栄養・食生活情報
の提供や会の活動を周知するための広報活動

　　HP運営事業

基本方針
　特定健診・特定保健指導の導入から７年が過ぎ、
一次予防の成果が少しずつ明確になってきた。徐々
にではあるが、確実にその重要性が認識されてきた
感がある。特定保健指導の実施者は医師・管理栄養士・
保健師であり、管理栄養士の果たす役割はますます
大きくなると考えられる中、本会ではその実施者と
して着実に成果を上げてきた。また常に新しい情報
で、効率良く、結果を出せる特定保健指導を目的とし、
指導者のためのスキルアップ研修会を実施した。
　メタボリックシンドローム、糖尿病、高血圧、脂
質異常症、慢性腎臓病など生活習慣病の有病者に対
する重症化予防の取組は、生活習慣の中でも特に食
生活の影響は重大であることから、診療所における
管理栄養士による食事指導の必要性について昨年度
医師会・各医院に対してご理解をいただく努力を行
い、現在、いくつかの診療所にて管理栄養士による
食事指導を行い、一定の成果を上げつつある。
　東日本大震災を教訓にした、「非常災害時に被災者

の健康支援を担う管理栄養士等の（JDA-DAT）の育
成事業」（日本栄養士会主催）におけるリーダ－育成
研修会も引き続き継続される中、生涯教育研修会のカ
リキュラムにおいても「非常食の食事提供」について
研修を行うなど、災害時に備えての活動も活発である。
　平成 26 年度実施した県民栄養調査における山梨
県民の食塩摂取の現状から減塩運動の普及や慢性腎
臓病（ＣＫＤ）予防の取り組みや保健指導を講演会
やイベントにおいて実施した。
　管理栄養士・栄養士は、人々の健康の維持・増進
及び生活の質の向上を目指し、科学的根拠に基づき、
栄養と食に関する支援を行う専門職である。管理栄
養士・栄養士は、栄養と食の専門職として、自らの
職業の必要性・有用性を、自ら証明しなければなら
ないとの観点から、研究倫理を遵守した基礎研究・
実践研究に基づく科学的根拠を示さなければならな
い。そこで、日本栄養士会で検討されている、「生涯
教育研修会」を開催し、新カリキュラムに基づいた
研修会を組み立て、順調な開催を行っている。
　県民の健康づくりを一層進めるためには、全市町
村に行政管理栄養士の配置が必要との考えから、毎
年未配置市町村に出向き市町村長さんにお願いして
おり、本年度も各地区の食生活改善推進員の協力も
得て行い配置率が向上してきた。
　また、関係団体が開催する各種事業に協賛し、健
康づくり、栄養・食生活改善の専門職として、生活
習慣病予防や食事バランスガイドの普及など「健や
か山梨 21（第２次）」の県民への定着に努力した。

１　「栄養なんでも相談事業」（山梨県委託事業）
　　①�「出前栄養相談」として小規模事業所の従事

者及び児童館を利用する母子を対象として、
生活習慣病予防及び食育の推進に努め、県民
から信頼され親しまれる取り組みを行なった。

　　　�児童館・児童センターでは、21会場で開催し、
地域活動事業部の会員延べ 41 名が講師とし
て食育講習会を行った。

　　②�栄養・食生活情報編集委員 (10 名 ) による検
討委員会において作成した「栄養・食生活情報」
を県内 28 市町村及び食生活改善推進員会等
に送付し、「市町村広報紙」や「食生活改善推
進員だより」等への掲載を通して、広く県民
に健康づくりのための食生活の知識の提供を
行った。

第１号報告
平成 27年度事業報告の件

　第１回　日時：7月 28日（火）14：00～
　会　場　栄養士会事務局
　�広報紙用９編・掲示ポスター、卓上メモ用２編を
決定した。

　【適正体重を維持していますか】：
　・�高齢者の噛む、飲み込む力の低下を示すサイン
を見逃していませんか？

　・�高齢者の食べる力を維持・回復し、安全におい
しく食べられる毎日を

　・�適正体重を維持するために毎日体重を測りましょ
う

　・歩くことから始めよう！！
　【減塩に心がけていますか】：
　・減塩のための食べ方のポイント
　【野菜を 350 ｇ以上食べましょう】：
　・あとミニトマト４個分
　【家族と一緒に食事をとる「共食」の推進】：
　・家族と一緒の食事に心がけていますか
　・家族みんなで食事をしよう！！
　【地産地消の推進】：・地産地消の推進
　�掲示ポスタ－用・卓上栄養メモ用：
　・�健康な毎日のために主食・主菜・副菜をそろえ
てバランスのよい食事を！

　・自分の適正体重を知っていますか？
　第２回　日時：10月 27日（火）14：00～
　会　場　栄養士会事務局
　�広報紙用７編・掲示ポスター、卓上メモ用６編を
決定した。

　【適正体重を維持していますか】：
　・高齢者の低栄養を防ごう
　【減塩に心がけていますか】：
　・減塩のための食べ方のポイント
　・減塩生活のコツ
　【野菜を 350 ｇ以上食べましょう】：
　・食物繊維をしっかり摂って大腸がん予防
　【食への感謝の気持ちを持つ】：
　・いただきますの日
　【地産地消の推進】: 
　・地産地消の推進　・地産地消でほっこり！！
　掲示ポスタ－用・卓上栄養メモ用：
　・毎日食べよう朝ごはん
　・感謝を伝える食事のあいさつ
　・みんなで食べるとおいしいね！
　・一日に必要な野菜量 350 ｇの賢い食べ方
　・野菜は毎日 350 ｇ必要の根拠は？
　・家族で食べる機会をつくりませんか？
　第３回　日時：27年 2月 3日（水）14：00～
　会　場：栄養士会事務局

　�広報紙用６編・掲示ポスター、卓上メモ用８編を
決定した。

　【適正体重を維持していますか】：
　・ゆっくり食べて、肥満予防
　・�朝食を毎日食べましょう～きれいな女性は朝ご
はん～

　�【適切な量と質の食事を取るために食事バランスガ
イドを活用しよう】：

　・�主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が 1日 2
回以上取るように心がけましょう

　【野菜を 350 ｇ以上食べましょう】：
　・野菜、食べていますか？
　・野菜をもう少し食べるコツ！！
　【地産地消の推進】：・地産地消の推進
　掲示ポスタ－用・卓上栄養メモ用：
　・「食事マナー」身についていますか？①
　・「食事マナー」身についていますか？②
　・「魚」をキレイに食べられますか？
　・減塩のカギ！調味料の使い方
　・減塩生活のコツ
　・1日 350 ｇ野菜を食べるメリット！
　・共食ってなに？
　・今日は家族と一緒に郷土料理を食べませんか？
　�③甲府市主催「まちなか健やかサロン」における
食育活動

　�「まちなか健やかサロン」（岡島デパート６階）の
参加者を対象に、毎月１回計１２回、地域活動事
業部会員による栄養相談を実施した。

２　「強化精麦普及啓事業」
　�山梨県精麦工業協同組合の協賛を得て、特に支部
活動を通じて県下一円に強化精麦普及啓発活動を
行い、食生活で不足しがちなカルシウム・ビタミ
ンＢ１・食物繊維等の摂取促進を積極的にすすめ、
生活習慣病予防の啓発に努めた。

中北支部

事業報告会及び研修会
　と　き　5月 15日（金）　23名
　ところ　ぴゅあ総合　小研修室 1
　内　容　・平成 26年度事業・決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画・予算案
　　　　　・研修会
　　　　　　演題「山梨の地場産物について」
　　　　　　講師　山梨県農政部　果樹食品
　　　　　　　　　流通課
　　　　　　　　　課長補佐　斉藤　修　先生
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第一回運営委員会
　と　き　5月 15日（金）　11名
　ところ　ぴゅあ総合　小研修室 1
　内　容　役員名簿及び連絡網の確認
　　　　　�「口から始める健康フェスタ」への内容の

確認

口からはじめる健康フェスタ
　と　き　6月 7日（日）　13名
　　　　　学生ボランティア 8名
　ところ　県立図書館 1Ｆイベントスペース
　内　容　�食事カードとパソコンによる食事診断、

カードクイズ、麦ご飯・ＯＳ 1の配布、
栄養指導関連資料配付など

歯と口の健康週間健診事業
　と　き　6月 7日（日）　1名
　ところ　イオンモール甲府昭和
　内　容　視察協力

第二回運営委員会
　と　き　7月 24日（金）　6名
　ところ　ナチュラルグレース
　内　容　「口からはじめる健康フェスタ」反省
　　　　　研修会内容について

第 1回中北地域・職域保健連携推進協議会及び
ワーキング会議
　と　き　7月 27日（月）　1名
　ところ　北巨摩合同庁舎
　内　容　平成 26年度の取組状況・課題
　　　　　平成 27年度活動について

第 2回中北地域・職域保健連携推進協議会及び
ワーキング会議
　と　き　9月 11日（金）　1名
　ところ　北巨摩合同庁舎
　内　容　平成 27年度啓発チラシの内容検討

中北地域・職域保健連携推進協議会における
「大学学園祭」への参加
　と　き　7月 11日（日）　1名
　ところ　山梨学院大学
　内　容　�健康づくりブースにおける栄養相談の担

当検討

研修会
　と　き　11月 14日（土）　17名
　ところ　①山梨大学ワイン科学研究センター
　　　　　②サドヤ醸造レストラン
　　　　　講師　山梨大学ワイン科学研究センター
　　　　　教授　柳田藤寿先生
　内　容　�地場産ワインの学習とワインに合う料理

の試食
　　　　　①�山梨大学ワイン科学研究センター見学

と講義
　　　　　②�サドヤ醸造レストランにてワインと料

理の試食・ワイン蔵の見学

第 3回中北地域・職域保健連携推進協議会ワーキン
グ会議
　と　き　12月 9日（水）　1名
　ところ　北巨摩合同庁舎
　内　容　平成 27年度の取組報告

第三回運営委員会
　と　き　1月 15日（金）　7名
　ところ　ナチュラルグレース
　内　容　平成 28・29年度役員改選について
　　　　　事業報告会について
　　　　　研修会内容について

第 2回中北地域・職域保健連携推進協議会
　と　き　平成 28年 2月 24日（水）　1名
　ところ　中北保健福祉事務所
　内　容　平成 27年度の取組報告

第四回運営委員会
　と　き　平成 28年 2月 26日（金）　11名
　ところ　山梨県立青少年センター本館 2Ｆ
　　　　　四季食彩食堂　風花
　内　容　平成 28・29年度役員引継ぎ
　　　　　事業報告会・研修会について
　　　　　くちからはじめる健康フェスタについて

峡北支部

第 1回運営委員会・監査会
　と　き　4月 10日（金）　8名
　ところ　中北保健所峡北支所　栄養室
　内　容　・栄養スキルアップ研修会報告
　　　　　・報告会について
　　　　　・歯科事業について

執行部会
　と　き　4月 23日（木）　3名
　ところ　韮崎東ヶ丘病院　会議室
　内　容　・事業報告会について

事業報告会
　と　き　5月 19日（火）
　ところ　中北保健所峡北支所　101 会議室
　内　容　・平成 26年度事業報告、収支決算
　　　　　・平成 27年度事業（案）、収支予算（案）
　　　　　　について
　　　　　
歯と口の健康週間健診事業
　と　き　6月 7日（日）　268 名
　ところ　①韮崎市市民交流センターニコリ
　　　　　②イオンモール甲府昭和
　内　容　　・栄養相談
　　　　　　・噛むことの啓発資料、レシピの配布
　　　　　　・幼児食フードモデルの展示
　　　　　　・おやつの栄養素比較等ぽすたー掲示

第 2回運営委員会
　と　き　6月 22日（月）　6名
　ところ　中北保健所峡北支所　栄養室
　内　容　・歯科事業報告
　　　　　・給食施設関係者研修会にむけて

給食施設関係者研修会
　と　き　8月 26日（水）　95名
　ところ　中北保健所峡北支所　101 会議室
　内　容　講演①
　　　　　演題「�給食施設における食中毒発生事例

と対策」
　　　　　講師　中北保健所峡北支所衛生課
　　　　　　　　　金田　知　氏
　　　　　情報提供「給食施設での栄養管理ポイント」
　　　　　講師　中北保健所峡北支所健康支援課
　　　　　　　　　技師　向山由貴子　氏
　　　　　講演②
　　　　　演題「知って防ごう熱中症」
　　　　　講師　大塚製薬（株）
　　　　　　　　　課長　村上裕之　氏

第 3回運営委員会
　と　き　10月 2日（月）　6名
　ところ　中北保健所峡北支所　栄養室
　内　容　・給食施設関係者研修会報告
　　　　　・栄養士スキルアップ研修会について

執行部会
　と　き　平成 28年 2月 9日（火）　5名
　ところ　中北保健所峡北支所　栄養室
　内　容　・栄養士スキルアップ研修会について
　　　　　・事業報告会について
　　　　　・役員改選について

峡東支部

支部活動報告会
　と　き　4月 22日（水）
　ところ　石和スコレーセンター
　内　容　・平成 26年度活動報告及び収支決算
　　　　　・�平成27年度活動報告（案）収支予算（案）

について
研修会
　と　き　4月 22日（水）
　ところ　石和スコレーセンター
　内　容　講演
　　　　　演題「�日本人の食事摂取基準（2015年版）

について」
　　　　　講師　新井孝子　氏

第 1回峡東支部役員会
　と　き　5月 21日（木）
　ところ　石和ココス
　内　容　・歯と口と健康の祭典について
　　　　　・研修会について

歯と口と健康の祭典への協力
　と　き　6月 6日（土）
　ところ　①イオン石和店
　　　　　②いちやま塩山店
　内　容　・栄養相談
　　　　　・パネルの展示
　　　　　・食事指導に関する資料配付

研修会
　と　き　10月 31日（土）
　ところ　三和リース防災情報館
　内　容　講話
　　　　　演題「防災が発生する前に出来る事」
　　　　　　　　�館内の見学、地震体験、防災グッズ、

非常時の食品
　　　　　講師　三和リース防災情報館
　　　　　　　　　防災士　白沢卓也　氏
　　　　　　会員の交流会
　　　　　　�昼食・季節野菜の収穫（マルサマルシェ

にて）
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第 2回峡東支部役員会
　と　き　平成 28年 2月 23日（火）
　ところ　甲州市保健センター
　内　容　・平成 27年度活動報告について
　　　　　・新旧役員会について

第 3回峡東支部役員会（新旧役員会）
　と　き　平成 28年 3月 29日（火）
　ところ　甲州市保健センター
　内　容　�平成 27年度活動報告会・平成 28年度活

動計画（案）について

峡南支部

運営委員会
　と　き　5月 20日（水）
　ところ　峡南保健福祉事務所（出席者 6名）
　内　容　・平成 26年度事業・決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画・予算案

歯の衛生週間への参加協力
　と　き　6月 6日（土）
　ところ　道の駅　ふじかわ（参加者 3名）
　内　容　・エプロンシアター
　　　　　・虫歯予防ぬり絵
　　　　　・大豆つかみ

給食施設業務研修会・支部事業報告会
　と　き　6月 23日（水）
　ところ　峡南保健福祉事務所（参加者 42名）
　内　容　・講演
　　　　　　演題「給食施設の衛生管理」
　　　　　　講師　峡南保健福祉事務所衛生課
　　　　　　　　　　副主幹　清水秀樹　氏
　　　　　　演題「健康づくりについての情報提供」
　　　　　　講師　峡南保健福祉事務所健康支援課
　　　　　　　　　　主幹　藤原由紀子
　　　　　・支部事業報告会
　　　　　　平成 26年度事業報告・会計報告
　　　　　　平成 27年度事業計画・予算について

運営委員会
　と　き　6月 23日（水）
　ところ　峡南保健福祉事務所（出席者 6名）

疾病予防研修会
　と　き　10月 29日（木）
　ところ　峡南保健福祉事務所（参加者 25名）
　内　容　講義

　　　　　演題「糖尿病と動脈硬化症について」
　　　　　講師　富士川病院内科　山根徹医師
　　　　　演題「�動脈硬化症予防のリハビリテーショ

ン実技」
　　　　　講師　山根　駿トレーナー

老人福祉施設・初会福祉施設・保育所栄養業務
研究会（峡南保健福祉事務所合同）
　と　き　平成 28年 2月 18日（木）
　ところ　峡南保健福祉事務所（参加者 27名）
　内　容　・各職域別栄養業務研究会活動のまとめ
　　　　　・講演
　　　　　　演題「特定保健指導とその技法及び
　　　　　　　　　今求められている管理栄養士
　　　　　　　　　・栄養士の活動
　　　　　　　　　～�生活習慣病予防予防・疾病の

重症化予防への対応」
　　　　　　講師　山梨県栄養士会会長
　　　　　　　　　　田草川憲男

運営委員会
　と　き　平成 28年 2月 18日（木）
　ところ　峡南保健福祉事務所（出席者 5名）

支部長支部協力事業
　と　き　6月 30日（火）

第 1回峡南地域保健医療推進委員会
　と　き　7月 21日（火）

第1回峡南地域在宅療養者支援のための多職種連絡会議
　と　き　10月 15日（木）
峡南地域在宅療養者支援のための多職種人材育成
事業
　と　き　12月 8日（火）

第 2回峡南地域在宅療養者支援のための多職種連
絡会議
　と　き　平成 28年 2月 29日（月）

第 3回峡南地域在宅療養者支援のための多職種連
絡会議
　と　き　平成 28年 3月 15日（火）

富士・東部支部

事業報告会
　と　き　5月 9（土）
　ところ　月カフェ
　内　容　講演
　　　　　演題「災害時の給食マニュアルについて」
　　　　　講師　慶和荘　武藤愛可　氏

歯の無料健康相談事業への協力
　と　き　6月 6日（土）
　ところ　Q-STA
　内　容　・栄養相談
　　　　　・カルシウムを含むおやつの配布

研修会
　と　き　8月 12日（水）
　ところ　昭和大学富士吉田校舎
　内　容　講義
　　　　　演題「食中毒予防について」
　　　　　講師　富士・東部保健福祉事務所
　　　　　　　　　衛生課　技師　臼田悠美　氏
　　　　　情報提供
　　　　　　「給食施設の役割について」
　　　　　　　・�日本人の食事摂取基準（2015年版）

から考える
　　　　　　　　富士・東部保健福祉事務所
　　　　　　　　　健康支援課技師　進士瑞穂　氏
　　　　　　　・�平成 26 年度県民栄養調査結果か

ら考える
　　　　　　　　富士・東部保健福祉事務所
　　　　　　　　　技術次長　伊丹幸子　氏
　　　　　事例発表
　　　　　　「�災害時の給食マニュアルと平常時の取

組について」
　　　　　　　発表者　特別養護老人ホーム
　　　　　　　　　　　慶和荘　武藤愛可　氏
研修会
　と　き　10月 14日（水）
　ところ　特別養護老人ホーム　慶和荘
　内　容　講演
　　　　　演題「災害時における食のサバイバル訓練」
　　　　　講師　山梨県立北病院　栄養管理課
　　　　　　　　　栄養士長　平井美樹夫　氏

３　健康づくり提唱のつどい：
　　10月 17日（土）
　　会場：いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　参加者 170 名

　　内容：講演 1「�日本人の長寿を支える『健康な
食事』」

　　　　　講師　神奈川県立保健福祉大学
　　　　　　　　　学長　中村　丁次　先生
　　　　　講演 2「�高齢者の健康管理におけるプロ

バイオティクスの有用性
　　　　　　　　～便秘や感染症予防と腸内環境～」
　　　　　講師　株式会社ヤクルト本社広報室
　　　　　　　　　参事・薬学博士　早川　和仁　先生

４　インスタントラーメン健康・栄養セミナー：
　　９月 12日（土）会場：山梨学院短期大学
　　参加者　調理実習 51名・講演 105 名
　　内容：調理実習「初秋の郷土料理を取り入れて」
　　　　　講師　山梨学院短期大学食物栄養科
　　　　　　　　　教授　依田　萬代　先生
　　　　　助手　山梨学院短期大学食物栄養科
　　　　　　　　　助手　牧野　美咲　先生
　　　　　講演「食を愉しむ」
　　　　　講師　ソムリエ　田崎　真也　先生

５　食生活と植物油講演会：８月８日（土）会場：
　　ぴゅあ総合　参加者 87名
　　内容：講演 1「植物油の基礎知識」
　　　　　講師　日本植物油協会　専務理事
　　　　　　　　　齋藤　昭　先生
　　　　　講演 2「�メタボリックシンドロームの予

防の視点から賢い油のとり方を
考える」

　　　　　講師　聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科
　　　　　　　　　教授　池本　真二　先生

６　栄養管理研修会（山梨県と共催）：
　　11月 29日（日）　会場：山梨学院大学
　　内容：情報提供「�山梨県におけるＣＫＤ予防推

進対策事業について」
　　　　　山梨県福祉保健部健康増進課
　　　　　健康企画担当　知見補佐
　　　　　事例発表「�食事摂取基準（2015 年版）

の実践、運用について」
　　　　　①笛吹市国民健康保険課
　　　　　　　管理栄養士　山田祐芙子　氏
　　　　　②山梨県児童福祉施設栄養士会
　　　　　　　会長　沢村和子　氏
　　　　　③山梨学院大学健康栄養学部
　　　　　　　准教授　古閑美奈子　氏
　　　　　　山梨県福祉保健部健康増進課
　　　　　　　管理栄養士　藤原瑞穂　氏
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　　　　　講演「�日本人の食事摂取基準（2015年版）
の実践的活用法をさぐる

　　　　　　　　～栄養疫学の基礎知識を活かして～」
　　　　　講師　東京大学大学院　教授
　　　　　　　　　佐々木　敏　先生

７　�「県民の日」記念行事に伴う健康づくり・栄養相
談事業

　　�11 月 14 日（土）・15 日（日）小瀬スポーツ公
園で開催され、「健やか山梨 21（第２次）」で推
進している「野菜 1日 350 ｇ以上の摂取」「食
事バランスガイド」「生活習慣病予防」など望
ましい食生活の普及啓発及び塩分 1.2%味噌汁、
0.8%味噌汁の試飲及び「食塩摂取に関するアン
ケート」の実施による減塩指導を行った。

８　特定保健指導事業
①　特定保健指導件数
　　富士河口湖町国保　12件（管理栄養士２名）
　　山梨県職員共済　 100 件（管理栄養士 11名）
　　大月市国保　　　 　５件（管理栄養士１名）
　　笛吹市国保　　　 　６医療機関（管理栄養士６名）

②　特定保健指導従事者のための研修会：
　　７月５日（土）
　　会場：山梨学院短期大学参加者 15名
　　内容：「�特定保健指導の効果的な支援を行うため

のスキルアップ研修会」

９　生涯教育研修事業
①　生涯教育研修会の開催
　　�　管理栄養士・栄養士の資質の向上のために平
成 11年度から開催しており、平成 15年度から
の新生涯学習制度も「生涯学習委員会」の努力
によって内容の充実が図られながら毎年開催し
ているが、平成 26 年度より新制度によるカリ
キュラムにて「生涯教育研修会」スタートした。

　　�　基本的な考え方として、栄養を通して人々の
健康維持・増進、疾病予防、治療にかかわる業
務のプロフェッショナルとして自身の専門に特
化した分野を選択しつつ、継続的な受講により
常にスキルの向上を図り、認定管理栄養士・認
定栄養士としてのキャリアアップを目指すこと
を目標としている。実受講者は 75名であった。
日程表別紙

②　生涯教育委員会の開催
　　第１回　10月　3日（土）16：00～
　　会場：山梨学院短期大学
　　・�平成 28 年度生涯教育研修会カリキュラムの

検討
　　１）生涯教育研修会カリキュラム日程について
　　２）基本研修内容について
　　３）実務研修内容及び講師選出担当事業部について
　　第２回　12月　5日 ( 土 )　16：00 ～
　　会場：山梨学院短期大学
　　・�平成 28 年度生涯教育研修会カリキュラムの

検討
　　１）基本研修講師の確認について

平成 27年度生涯教育研修会日程

　　会場：ぴゅあ総合　　山梨学院短期大学

　　２）�実務研修科目・内容、講師・認定分野・項
目番号について

　　第３回　28年　2月 20日 ( 水 )　16：00 ～
　　会場：山梨学院短期大学
　　・�平成 28 年度生涯教育研修会カリキュラムの

確認
　　１）実務研修科目・内容、講師名・講師肩書等
　・その他
　　１）平成 28年度生涯教育委員について
　　２）生涯教育委員業務マニュアルについて

期　　日 科　　　　目 講　　　　師

5月 30日
( 土 )

栄養の指導 山梨学院短期大学　教授　中川裕子
食育と地域貢献
甲州の食文化 山梨県立博物館　学芸課　学芸員　植月　学

医療連携
在宅訪問栄養指導の必要性 長田在宅クリニック　名誉院長　長田忠孝

6月 27日
( 土 )

食育のための行動科学
行動科学と評価のあり方 日本体育大学　教授　野井真吾

根拠に基づいた栄養管理
疾病別ガイドライン、食事摂取基準、
最新栄養療法、各職種の取り組み

県立北病院　栄養管理科　栄養士長　平井美樹夫

7月 26日
( 日 )

チーム（多職種）による栄養管理 保坂内科クリニック　管理栄養士　深澤幸子
病態栄養　緩和医療における栄養療法 山梨大学医学部　医療チーム　センター長　飯嶋哲也
栄養評価（アセスメント）
簡単にできる学会発表 県立北病院　栄養管理科　栄養士長　平井美樹夫

9月 6日
( 日 )

栄養管理の実施・モニタリング・評価 相川ケアセンター　管理栄養士　堀口一美
栄養管理・モニタリング・評価の実際
（症例検討）

山梨学院短期大学　食物栄養科　特任教授　田草川憲男
県立北病院　栄養管理科　栄養士長　平井美樹夫

10月 3日
( 土 )

個人を対象とした栄養指導（栄養介入） 山梨学院大学　健康栄養学部　教授　藤井まさ子

個人を対象とした栄養指導（症例検討） 山梨学院短期大学　食物栄養科　特任教授　田草川憲男介護老人施設コスモ　管理栄養士　守屋喜久代

11月 7日
( 土 )

リスクマネジメント
（栄養管理・給食管理）
アレルゲン物質

山梨学院短期大学　食物栄養科　教授　岡本裕子

高齢期の栄養状態　高齢者の低栄養 株式会社三和化学研究所　学術グループ長　野々山麻子

認知症　認知症の摂食障害 沖縄メディカル病院　あがりはまクリニック
院長　吉田貞夫

12月 5日
( 土 )

栄養指導に必要な献立と調理 山梨学院短期大学　食物栄養科　教授　深澤早苗

院内感染対　策感染症対策 山梨大学医学部附属病院　感染対策委員会
副委員長　井上　修

マーケティングフードサービスの
あり方

日清医療食品株式会社　中部支店管理部
受託管理企画課　小岩井雪子

平成 28年
2月 20日

( 土 )

次世代の栄養政策 2
ほ乳機能と摂食機能について 日本歯科大学　教授　田村文誉

非常食の食事提供 山梨大学医学部附属病院　栄養管理部　部長　小林貴子
地域診断の進め方
健康づくり及び栄養・食生活改善に関
する効果的施策展開

新潟県上越地域振興局健康福祉環境部
地域保健課　主査　磯部澄江
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10　ホームページによる健康・食に関する情報の提供
　本会のホームページの「栄養なんでも相談」、「栄
養一口メモ」、「おすすめ献立集」、｢山梨の郷土食 ｣、
「食事バランスガイド」などの普及・啓発コーナー
欄の充実に努めるため、健康づくり、栄養・食生活
に役立つ情報について、定期的に更新し、県民及び
管理栄養士・栄養士に役立つ情報提供に努めた。
　また、業務支援システムなどにより研修会の案内
や各種事業の開催などの情報提供を行った。
URL　http://www.eiyouyamanashi.jp/:

11　職域事業
学校健康教育事業部

事業報告会
　と　き　5月 14日（木）
　ところ　ぴゅあ総合
　内　容　・平成 26年度事業・決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画・予算案
　　　　　・平成 27年度役員について

研修会
　と　き　8月 11日（火）　
　ところ　①一宮学校給食センター
　　　　　②マルサマルシェクッキングスタジオ
　内　容　①施設見学
　　　　　②旬の食材を使ったおもてなし料理
　　　　　　の実習

研修室
　と　き　12月 8日（火）
　ところ　一宮学校給食センター
　内　容　教材教具「くるりんはてなボックス」
　　　　　の作成

公衆衛生事業部

研究事業検討会（第 1回）
　（研究事業内容な昨年に引き続き低出生体重児）
　と　き　4月 16日（木）　参加者 7名
　ところ　甲府市内
　内　容　・平成 27年度の方向性について

事業報告会
　と　き　5月 16日（土）　参加者 17名
　ところ　ぴゅあ総合
　内　容　・平成 26年度事業・収支決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画・予算案

研究事業検討会（全体会）
　と　き　5月 16日（土）　参加者 17名
　ところ　ぴゅあ総合
　内　容　・研究発表の情報共有とアンケート
　　　　　　結果の考察
　　　　　・情報交換

研究事業検討会（第 2回）
　と　き　9月 10日（木）　参加者 10名
　ところ　甲府市内
　内　容　・各職場での取組状況について
　　　　　・情報共有
　　　　　
県・保健所業務検討会（第 1回）
　と　き　9月 17日（木）　参加者 10名
　ところ　ぴゅあ総合
　内　容　・栄養施策、人材育成について
　　　　　・情報共有

市町村業務検討会（第 1回）
　と　き　10月 13日（火）　参加者 17名
　ところ　笛吹市保健福祉館
　内　容　・食生活改善推進員活動について
　　　　　・研究事業進捗状況について
　　　　　・情報共有

全体研修会
　と　き　11月 29日（日）　参加者 19名
　ところ　談露館
　内　容　講義
　　　　　演題「県民健康・栄養調査等行政栄養
　　　　　　　　調査の調査法再考」
　　　　　講師　東京大学大学院医学系研究科
　　　　　　　　　教授　佐々木敏　氏
　　　　　意見交換「食事摂取基準 2015 年版の
　　　　　　　　　　実践的活用について」
　　　　　情報交換

研究事業検討会（第 3回）
　と　き　12月 22日（火）　参加者 9名
　ところ　甲府市内
　内　容　・第 4回に向けた打合せ
　　　　　・情報共有

研究事業検討会（第 4回）
　と　き　12月 26日（土）　参加者 5名
　ところ　東京都内
　内　容　・研究事業の取組状況について

　　　　　・オブザーバーとの打合せ
　　　　　・取組状況の報告
　　　　　・今後の取組、方向性についての検討

研究事業検討会（第 5回）
　と　き　平成 28年 1月 26日（火）　参加者 7名
　ところ　甲府市内
　内　容　・第 4回の状況報告
　　　　　・今後の取組について
　　　　　・情報共有

県・保健所業務検討会（第 2回）
　と　き　平成 28年 3月 1日（火）参加者 10名
　ところ　ぴゅあ総合
　内　容　・新規事業について
　　　　　・情報共有

市町村業務検討会（第 2回）
　と　き　平成 28年 3月 4日（金）
　ところ　笛吹市保健福祉館
　内　容　・各市町村の栄養士業務について
　　　　　・低出生体重児に関する取組について
　　　　　・情報共有

研究教育事業部

関東・甲信越・京浜ブロック研修会
　と　き　8月 29日（土）
　ところ　女子栄養大学坂戸キャンパス
　内　容　講演
　　　　　演題「食品表示制度と食育」
　　　　　講師　公立大学法人宮城大学
　　　　　　　　　名誉教授　池戸重信　氏
　　　　　演題「�食品成分表の読み方・使い方と新

成分表（成分表 2015）の概要」
　　　　　講師　千葉県立保健医療大学
　　　　　　　　　健康科学部教授　渡邊智子氏

全国研究教育栄養士研修会
　と　き　3月 12日（土）
　ところ　神戸女子短期大学ポートアイランド
　　　　　キャンパス
　内　容　講演
　　　　　演題「�日本食品標準成分表 2015 の理解

と活用」
　　　　　講師　千葉県立保健医療大学
　　　　　　　　　健康科学部教授　渡邊智子氏
　　　　　演題「�関連職種との連携における管理栄

養士・栄養士の役割について」

　　　　　講師　（公財）兵庫県予防医学協会
　　　　　　　　　会長　南部征喜　氏
　　　　　演題「モデルコアカリキュラムの特徴、
　　　　　　　　策定方針等」
　　　　　講師　（公社）日本栄養士会学術研究
　　　　　　　　事業部長・京都府立大学大学院
　　　　　　　　環境科学研究科
　　　　　　　　　教授　木戸康博　氏

全国リーダー研修会
　と　き　3月 13日（日）
　ところ　神戸女子短期大学ポートアイランド
　　　　　キャンパス
　内　容　講演
　　　　　演題「�健康長寿を支える『健康な食事』

とは」
　　　　　講師　神奈川県立保健福祉大学
　　　　　　　　　学長　中村丁次　氏
　　　　　演題「�『健康な食事』とは管理栄養士の立

場から」
　　　　　講師　京都大学医学部附属病院　
　　　　　　　　　疾患栄養治療部　和田啓子氏
　　　　　演題「�『健康な食事』の普及に貢献するた

めに企業の立場から」
　　　　　講師　（公社）日本メッディカル給食
　　　　　　　　　協会会長　吉田憲史　氏

研修会
　と　き　3月 16日（水）
　ところ　五味醤油（甲府市城東）
　内　容　工場見学「味噌のできるまで」

事業報告会
　と　き　3月 16日（水）
　ところ　山梨学院大学
　内　容　平成 27年度事業報告・収支決算報告
　　　　　平成 28年度事業計画・予算案
　　　　　研修会等参加報告・役員改選について

勤労者支援事業部

研修会
　と　き　11月 14日（土）＊中北支部と合同開催
　ところ　①山梨大学ワイン研究センター
　　　　　②サドヤ醸造レストラン
　内　容　①ワインについての学習会
　　　　　②試食及び昼食
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運営委員会
　と　き　平成 28年 3月 4日（金）
　ところ　甲府
　内　容　運営委員会

地域活動事業部

事業報告会
　と　き　４月 25日 ( 土 )　参加者 23人
　ところ　ぴゅあ総合・2階視聴覚室
　内　容　・平成 26年度事業及び収支決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画及び予算案

研修会（総会後の研修）
　・「食育教室活動事例、3例発表」
　・「生涯学習での発表から」古屋千鶴
　・「講話…幼児、子供への接し方」立川

食育栄養教室学習会
　と　き　6月 13日（土）　参加者 21人
　ところ　「彩の広場・管理棟」昭和町
　内　容　児童館出前栄養教室、新資料作り

研修会（第 1回）
　と　き　8月 23日（日）　参加者 19人
　ところ　ぴゅあ総合・調理室
　内　容　調理実習と情報交換
　　　　・「食物繊維たっぷり簡単調理とおやつ 2品」
　　　　　沢登
　　　　・「季節の果物の加工と保存」　堀川
　　　　・「�関東甲信越ブロック研修会」開催に向け

て…懇親会、アトラクション

研修会（第 2回）
　と　き　11月 28日（土） 参加者 16人
　ところ　ぴゅあ総合・調理室
　内　容　調理実習と情報交換
　　　　・「魚を使った簡単調理」　沼倉担当
　　　　・「手作りおやつ 2品」　沢登

研修会（第 3回）　参加者 16人
　と　き　平成 28年 1月 23日（土）
　ところ　甲府市市民会館調理室
　内　容　調理実習と情報交換
　　　　・「�ヘルシー手軽な野菜料理・1サーブの確

認」　玉川担当
　　　　・「手作りおやつ 2品」　沢登

●出前栄養相談
　・児童館食育教室（県委託事業）
　　期間　7月 6日～ 28年 2月 29日迄
　　県内 21児童館（延べ 41名で担当）
　・甲府市「街なか健やかサロン」
　　期間　毎月 1回、の食育教室と糖尿病
　　予防教室、高齢者健やかサロン　17回

（延べ 17名で担当）

●全国地域活動事業部関係
　★関東甲信越ブロック研修会
　　山梨県で実施　　参加者 49人
　　平成 27年 9月 4日・5日
　　　ところ「ホテル・クラウンパレス甲府」
　　　　　　　（甲府市朝気）
　　　内　容・講演「なぜ、今・山梨のワイン」
　　　　　　　勝沼醸造（株）副社長平山繁之氏
　　　　　　・各県活動報告、及び事例発表
　　5日バス研修
　　　　　　・勝沼方面、ブドウ狩り、富士吉田
　　　　　　　方面見学

●県栄養士会事業に協力
　　★「多職種連携訪問栄養食事指導・沢登発表」
　　　　山梨県立文学館にて

●役員会・関東ブロック大会打ち合わせ、６回

医療事業部

医療事業部報告会
　と　き　5月 15日（金）
　ところ　ぴゅあ総合　参加者 42名
　内　容　・平成 26年度事業・会計報告
　　　　　・平成 27年度事業・予算（案）

研修会
　と　き　5月 15日（金）
　ところ　ぴゅあ総合　参加者 42名
　内　容　演題「�入院時食事療養費自己負担金増額

について」
　　　　　演題「�入院時食事療養費、特別加算、食

堂加算等の算定に関する基準確認
事項」

　　　　　講師　山梨大学病院　
　　　　　　　　　管理栄養士　小林貴子　氏

　研修会
　と　き　平成 28年 3月 12日（土）
　ところ　ぴゅあ総合　参加者 52名
　内　容　講演
　　　　演題「塩と健康を考える」
　　　　講師　山梨県立北病院　
　　　　　　　　管理栄養士　平井美樹夫　氏
　　　　演題「平成 28年度診療報酬改定について」
　　　　講師　山梨大学病医院
　　　　　　　　管理栄養士　小林貴子　氏

役員会
　と　き　5月 15日（金）12月 5日（土）
　　　　　平成 28年 2月 27日（土）
　　　　　平成 28年 3月 12日（土）
　ところ　ぴゅあ総合・山梨学院大学

協力事業　
　と　き　9月 21日（月）
　ところ　県立図書館　参加者 7名　
　　　　　　　　　　　山梨学院学生 4名
　内　容　第 9回山梨がんフォーラム
　　　　　栄養相談
　　　　　・困ったときの調理工夫
　　　　　・免疫大丈夫か、食事診断
　　　　　・塩分摂りすぎていない？アンケート

　と　き　12月 23日（水）
　ところ　県立図書館　参加者 6名
　内　容　がんチャリティーコンサート 2015　
　　　　　栄養相談
　　　　　・困ったときの調理工夫
　　　　　・免疫大丈夫か、食事診断
　　　　　・塩分摂りすぎていない？アンケート

　と　き　平成 28年 2月 28日（日）
　ところ　イオンモール甲府昭和　参加者 4名
　内　容　世界腎臓Day2016 山梨
　　　　　　～あなたの腎臓大丈夫？～
　　　　　講演
　　　　　演題「慢性腎臓病（CKD）患者さんの
　　　　　　　　食事療法について」
　　　　　講師　山梨県立北病院
　　　　　　　　　管理栄養士　平井美樹夫　氏

福祉事業部（高齢・障害）

報告会及び研修会
　と　き　4月 17日（金）
　ところ　山梨県立文学館
　内　容・平成 26年度事業・決算報告
　　　　・平成 27年度事業計画・予算案
　　　　　講演
　　　　　演題「�栄養ケア・マネジメントの再生の

ための戦略」
　　　　　講師　神奈川県立保健福祉大学
　　　　　　　　　教授　杉山みち子先生
　　　　　演題「経口維持や老健における在宅
　　　　　　　　復帰高齢者支援の取組」
　　　　　講師　リハパーク舞岡
　　　　　　　　　管理栄養士　苅部康子　先生

研修会
　と　き　10月　6日（火）
　ところ　山梨県立文学館
　内　容　講演
　　　　　演題「摂食嚥下機能の評価と訓練の実際」
　　　　　講師　東京医科歯科大学
　　　　　　　　　准教授　戸原　玄　先生
　　　　　演題「施設での経口維持への取組」
　　　　　講師　介護老人福祉施設コスモ
　　　　　　　　　管理栄養士　守屋喜久代　氏

運営会議
　と　き　4月 17日（金）・10月 6日（火）
　　　　　平成 28年 2月 11日（木）
　　　　　平成 28年 3月 13日（火）
　ところ　山梨県立文学館・ぴゅあ総合
　内　容　次回研修会開催等について

福祉事業部（児童）

事業報告会
　と　き　6月 6日（土）
　ところ　玉穂総合会館
　内　容　・平成 26年度事業・決算報告
　　　　　・平成 27年度事業計画・予算案

研修会
　と　き　6月 6日（土）
　ところ　玉穂総合会館
　内　容　講演
　　　　　演題「市町村における母子保健事業について」
　　　　　　　「�日本人の食事摂取基準 2015 年版に

ついて」
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　　　　　講師　甲斐市役所　健康増進課
　　　　　　　　　管理栄養士　髙野尚子　氏

学習会
　と　き　8月 29日（土）
　ところ　玉穂総合会館
　内　容　「保育所給食事務の手引き」
　　　　　食育実践事例発表
　　　　　グループ討議

研修会
　と　き　11月 28日（土）
　ところ　玉穂総合会館
　内　容　講演
　　　　　演題「�子供の発達に合わせた食事の提供

と保護者へのアドバイス」
　　　　　講師　東洋大学非常勤講師
　　　　　　　　　管理栄養士　太田百合子先生

定例会
　と　き　　4月 4日（土）・5月 9日（土）

　　　　　　6月 6日（土）・7月 18日（土）
　　　　　　8月 29日（土）・9月 26日（土）
　　　　　　10月 25日（土）・11月 28日（土）
　　　　　　12月 19日（土）・
　　　　　　平成 28年 1月 9日（土）・
　　　　　　2月 20日（土）・3月 12日（土）
　ところ　玉穂総合会館
　　　　　甲府市健康の杜アネシス
　内　容　事業報告会打ち合わせ
　　　　　研修会打ち合わせ等

12　第 26回栄養業務研究発表会
　　平成 28年　2月 27日 ( 土 )
　　会場：山梨学院短期大学　参加者 67名
　　�　栄養業務に携わる管理栄養士・栄養士が一堂
に会し、各職域の業務の研究成果を発表し、栄
養学の進歩と活用を図ることにより、管理栄養
士・栄養士の技術及び知識の向上を図り、県民
の栄養改善・健康づくりに寄与することを目的
に開催した。

☆研究発表の内容

演　　　　　　　　題 勤　務　先 発　表　者 職　　域
給食を通して食文化を伝える取り組み 丹波小学校 小池　ゆき 学校健康教育
平成 26年度県民栄養調査に関する県・
保健所栄養士の取り組み 中北保健福祉事務所 廣瀬　真美 公衆衛生

山梨県民の食塩摂取の現状
－平成 26年度県民栄養調査結果より－ 山梨学院大学健康栄養学部 古閑美奈子 研究教育

大学体育会男子学生の朝食意識調査 キープ自然学校 大柴　由紀 勤労者支援
まちなか健やかサロンの食育教室に関わって 堀川　清美 地域活動
平成 27 年度塩分制限食提供患者を対象とした
嗜好調査 山梨大学医学部附属病院 岩間　梨歩 医療

食事の常食化への取り組み 特別養護老人ホーム笛吹荘 小泉　和子 福祉
遺伝子多型に基づくテーラーメイド栄養指導法
の確立　－遺伝子多型の判定法について－ 山梨学院短期大学食物栄養科 齊藤　果歩 学生

小児 1型糖尿病サマーキャンプに参加しての報告
－夜食レシピ作成と提供及び夜食の血糖値への
影響－

山梨学院短期大学食物栄養科 新津　未来 学生

13　新任者研修会
　　平成28年 2月27日（土）
　　会場：山梨学院短期大学
　　参加者　新任者10名
　　　　　　事業部長及び先輩管理栄養士17名
　　�　各職域事業部より栄養業務を実施するにあたっ
て備えておくべき知識等について事例を交えての
紹介及び意見交換会

14　他団体等の事業に協力
　　�　市町村・県立介護実習普及センター、山梨市
成人大学、山梨県食生活改善推進員協議会など、
各団体からの講師派遣依頼に対し、会員の中から
講師を紹介し、関係団体などの開催する健康づく
り事業に協力した。

15　�「いきいき山梨ねんりんピック２０１５」事業に
伴う健康づくり・栄養相談事業

　　�　9月25日（土）小瀬スポーツ公園で開催され、
「福祉・保健情報コーナー」において、「健やか
山梨21」推進協力団体として栄養相談を行った。

Ⅱ収益事業
収1総会時展示会開催事業
　賛助会員による商品紹介及び商品展示等
他1「栄養やまなし」等情報提供事業
　　　①�会報の発行および健康増進のしおり・ヘル

シーダイアリーの送付
　　　・�会報「栄養やまなし」第101号、第102号

を発行し配布した。
　　　・�日本栄養士会発行の「健康増進のしおり」

（2014-4・2015-1・2015-2）「ヘルシーダ
イアリー」の配布

　　　②�「栄養やまなし」編集委員会（「栄養やまなし」
№102号の企画編集）

　　　　第１回　9月18日（水）14：00
　　　　　～会場：栄養士会事務局　　出席者10名
　　　　第２回　11月11日（水）14：00
　　　　　～会場：栄養士会事務局
　　　　第３回  12月　5日　(木）14：00
　　　　　～会場：栄養士会事務局
　　　　第４回　12月25日（金） 10：00
　　　　　～会場：栄養士会事務局

Ⅲ法人事業
法1-1組織強化
　１）�公益法人としてその活動基盤の充実のためには、

まず会員数の確保が重要である。県内の栄養士
養成校に新卒者の栄養士会入会奨励を依頼した。
また継続会員の確保を図るため、各職域の協力
を得るように努めた。

　２）本年度の会員数は、513名であった。
　　　新入会員 69名、継続会員 444 名、
　　　退会会員 63名

支部・職域別正会員内訳（H28.3現在）	

職域名 学　　校
健康教育 研究教育 公衆衛生 地域活動 勤労者

支　援 医療
福　　　　祉　（合計157）

計
老　人 児　童 障　害

中　北 8 30 12 31 9 75 32 18 4 219
峡　北 2 7 8 14 4 17 20 3 1 76
峡　東 4 0 14 21 1 25 22 1 2 90
峡　南 2 0 5 2 1 10 18 6 1 45
富士・
東部 5 1 11 12 4 21 28 1 0 83

合　計 21 38 50 80 19 148 120 29 8 513

新入会会員・退会会員の職域別内訳
職　域 新入会員数（人） 退会者数（人）

学校健康教育 2 2
研 究 教 育 5 5
公 衆 衛 生 6 1
地 域 活 動 14 18
勤労者支援 4 5
医 　 療 20 16
福 　 祉 18 16
合 計 69 63

退会会員の在年数内訳
会　員　歴 退会会員数
２年未満 34
５年未満 10
１０年未満 10
２０年未満 9
２０年以上 6
合　　計 63

退会理由
・育児のため	 3 人
・高齢になったため	 0 人
・会費が高い	 3 人
・県外へ転居	 1 人
・親の介護のため	 0 人
・退職のため	 4 人
・栄養業務をやめたため	 8 人
 ・研修会に出席できないため	 1 人
・一身上の都合又は不明	 51 人
　　　　合　　　計	 71 人
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法1-2�市町村行政管理栄養士等未設置市町村に対す
る設置要望活動

　　　�　県民の効果的な健康づくりや栄養改善事業
を積極的に推進していくためには、市町村に専
門知識や技術を有する管理栄養士・栄養士が
必要であることから、管理栄養士等未設置市町
村に対して、設置要望活動を日本栄養士連盟山
梨県支部及び該当市町村食生活改善推進員会
と連携して実施した。

法1-3総会の開催：
　①5月23日（土）　会場：ぴゅあ総合
　　参加者112名
　　・第１号議案　�平成 26年度事業報告・収入支出

決算及び監査報告
　　・第２号議案　役員改正
　　・第３号議案　�平成 27年度事業計画（案）及び

収入支出予算（案）
　　・第４号議案　その他
　　「賛助会員による栄養関係最新情報について」
　　　発�表賛助会員：（株）H＋Bライフサイエンス

東京支店、（株）クリニコ、(株 )明治、ホシ
ザキ東京（株）山梨支店、長谷川化学工業（株）、
味の素（株）東京支社、（株）おぎそ

　　　総�会会場展示商社：（株）H＋Bライフサイエ
ンス東京支店、（株）クリニコ、( 株 )明治、
ホシザキ東京（株）山梨支店、長谷川化学
工業（株）、味の素（株）東京支社、（株）お
ぎそ、有限会社　糧とく、大陽食品（株）、（株）
岩崎、（株）コーゲツ、（株）三和化学研究所、
伊那食品工業（株）

法1-4理事会
　①第１回：4月１１日（土）9：00～
　　会場：ぴゅあ総合

　１）平成26年度事業報告及び収支決算について
　２）平成27年度定時総会について
　３）平成27年度年間予定について
　　・県委託事業「栄養なんでも相談事業」：
　　　�栄養・食生活情報の提供、出前栄養相談（児

童館・小規模事業所など）
　　・�ねんりんピック協力事業（福祉・保健情報コー

ナー）
　　・県民の日記念行事協力事業
　　・栄養業務研究発表会
　　・日本栄養士会委託事業
　　・日本栄養士会定時総会
　②第２回：H27年 10月５日（月）14：00〜
　　会場：小瀬スポーツ公園
　　・平成27年度栄養士会会費納入状況について
　　・平成27年度栄養業務研究発表会について
　③第3回：H28年 3月5日（土）9：00～
　　会場：ぴゅあ総合
　　・H27年度事業の執行状況報告
　　・�平成28年度生涯教育研修会の日程及びカリキュ

ラムについて
　　・平成28年度定時総会の開催について
　　・その他
法1-5会長・副会長・常務理事・事務局打ち合わせ会
　会　場：栄養士会事務局
　開催日：平成 27年 4月 9日
　　　　　平成 27年 6月 18日
　　　　　平成 27年 9月 1日
　　　　　議事：・理事会、定時総会の提出議案
　　　　　　　　・栄養ケア・ステ－ション事業の運営
　　　　　　　　・委託事業の運営
　　　　　　　　・栄養士制度表彰者の推薦について

　３）会費の自動振込の促進
　　　�　会費の納入は、会費の早期納入と徴収時の

事故防止、事務局業務の省力化の観点から、会
員の預金口座（銀行、郵便局）からの自動引き

落とし制度の活用が原則であるが、全員の自動
引落とし手続きにはならず、各支部、各職域部
会の役員及び事務局から会員に理解を得る努
力をした。

自動振り込み手続済み者の状況　（Ｈ28.3.31現在）	
職 域事業部 会員数 手続者 手続率 (%) 職域事業部 会員数 手続者 手続率 (%)
学 校 21 12 57 地 域 活 動 80 47 59
公 衆 衛 生 50 22 44 医 療 148 73 49
研 究 教 育 38 22 58 福 祉 157 73 46
勤 労者支援 19 13 68 計 513 262 51

Ⅳ．会務の執行状況
　１　各種表彰受賞者
　　　厚生労働大臣表彰　栄養指導功労者
　　　　堀口　一美　（福祉）
　　　知事表彰　栄養改善功労者
　　　　早川　文子（公衆衛生）
　　　知事表彰　栄養改善功労者
　　　　樋口　千鶴（研究教育）
　　　知事表彰　栄養改善功労者
　　　　鶴切　聖子（医療）
　　　知事表彰　栄養改善功労者
　　　　平井美樹夫（医療）
　
　２　その他の事業等執行状況
　　会議・委員会・打合せ・・・共益事業
　　普及啓発事業・・・公益事業
　　・�「食の安全・安心食育セミナ－」栄養士会事業

啓発ブ－ス設置　　
　　・「がんフォ－ラム」栄養相談事業（会員７名出席）
　　�参加協力　関係機関・団体への協力・・・共益事
業、法人事業

　　・�ねんりんピック打合会（山本事務局長・小林事
務局員）

　　・県民の日打合会（小林事務局員）
　　・県食生活改善推進員連絡協議会総会出席
　　・県健やか山梨21推進会議総会　
　　・富士河口湖町との打ち合わせ　
　　・県職員共済組合打合せ　
　　・県食育シンポジウム　
　　・甲府市食育推進計画策定委員会　
　　・県食の安全・安心審議会
　　・健康長寿やまなし推進本部会議　
　　・やまなし食の安全・食育推進大会運営委員会
　　・県地域・職域保健連携推進協議会　
　　・やまなし食の安全・食育推進大会

　　・県介護・医療連携推進協議会　
　　・�全国健康保険協会山梨支部「健康づくり推進協

議会」
　　・�病院入院患者等給食業務委託総合評価一般競

争入札業者選定委員会
　　・健康長寿やまなし推進本部介護予防部会  
　　・食の安全・安心を語る会
　　・健やか山梨21推進大会
　　・県歯科口腔保健に関する計画策定検討委員会
　　・県食育推進協議会幹事会
　　・県食育推進協議会総会　
　　・市町村行政栄養士配置要望活動　
　　　　9.26（市川三郷町・身延町）、
　　　　9.29（富士川町）、10.1（中央市）　

　　組織内事業への参加・・・共益事業、法人事業
　　・地域活動事業報告会　
　　・中北支部事業報告会　
　　・福祉事業報告会　
　　・医療事業報告会  
　　・医療事業部研修会

　　日栄関係参加事業・・・法人事業
　　・日栄・連盟定時総会　6.22～ 23
　　　（東京都：３名出席）
　　・日栄・連盟・行政関東ブロック会議　
　　　8.22～ 23（長野県：２名出席）
　　・日栄諮問会議　
　　・�「ＪＤＡ－ＤＡＴ「日本栄養士会災害支援栄養

チーム」リーダー育成研修会
　　・特定保健指導研修会（厚生労働省）
　　・生涯学習研修会担当者会議　　
　　・業務支援システムワーキング
　　・全国栄養士大会・全国栄養改善大会　8.23
　　　（神奈川県）
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第1号議案
平成 27年度決算承認の件

植
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植
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平成 28年度事業計画の件

主な事業
　・�生涯教育研修会（8日間　24講座）及びの管理
栄養士・栄養士のための研修事業　

　・�在宅高齢者低栄養予防等のための「栄養ケア」
従事者管理栄養士育成研修会

　・特定保健指導事業の実施
　・�児童館等での食育活動、小規模事業所での生活
習慣予防活動

　・�県民への公開セミナーの開催や科学的根拠に基
づく「健康栄養情報の提供」

　・�他職種・他団体の事業への協力による「健康づ
くり・栄養食生活」の普及

　・�災害支援（ＪＤＡ－ＤＡＴ）チームスタッフ養
成研修会

　・�減塩など「健やか山梨21（第2次）」や日本人
の長寿を支える「健康な食事」の普及

　・業務支援システム活用の普及

基本方針
　山梨県の提唱する、「健やか山梨21（第2次）」
の積極的な推進、特に「栄養・食生活」部門、とり
わけ減塩の定着などの普及・啓発活動を中心とした
取り組みを通して、県民の健康づくりの一役を担う
ために、管理栄養士・栄養士が専門職としての使命
と職責を自覚し、科学的根拠に基づいた栄養の最新
知識と技術の習得に努め、県民のライフステージに
沿った健康づくり並びに望ましい食習慣・生活習慣
に対する支援を行います。
　そのために、職業倫理観の高い、専門性を十分に
備えた人材の育成の観点から、管理栄養士・栄養士
が保持し続けなければならないミニマムスタンダー
ドを掲げるなど考えの基に、すべての管理栄養士・
栄養士が受講することを目標とした「生涯教育研修
会」を実施いたします。
　また、本会の栄養ケアステーションにおいては超
高齢社会に対応し、医療機関や多職種と共同で、低
栄養や病態栄養管理の必要な在宅高齢者やそれを介
護する家族を支援する「管理栄養士による訪問栄養
食事指導事業」の充実を図るとともに、平成23年
度から進めております「疾病の重症化予防のための
食事指導活動拠点整備事業」としての、地域のクリ
ニック等に管理栄養士を派遣して、栄養食事を行う
事業をさらに進める必要があります。
　さらに、特定健診・特定保健指導の導入から７年

が過ぎ、一次予防の成果が少しずつ明確になってき
ました。徐々にではあるがその重要性が認識され管
理栄養士の果たす役割はますます大きくなると考え
られます。
　本会も特定保健指導実施機関として保健指導に従
事する管理栄養士のさらなるスキルアップと業務の
受け入れ態勢の更なる充実を図るための事務局体制
の整備が必要です。
　また、生活習慣病予防や食育活動等を充実するた
め、すべての市町村や学校に行政管理栄養士や栄養
教諭の配置を進める活動も引き続き行う必要があり
ます。

具体的事業
Ⅰ　公益活動　社会活動の展開　（公１事業）
　１　栄養ケア・ステ－ションの事業の充実・強化
　　�専門職の立場から個々人に対応した適切な栄養
指導を行い、県民の栄養改善、健康づくりの推
進を図る。

　　１）�栄養なんでも相談事業（電話相談・面接相
談）（県委託事業）

　　　①出前栄養相談　（県委託事業）　
　　　　�小規模事業所の従事者及び児童館を利用す

る親子を対象に生活習慣病予防及び食育の
推進等、県民の健康づくり・食育活動を進
める。

　　　②�ホ－ムペ－ジの多面的活用による管理栄養
士・栄養士及び県民に対する健康情報等の
提供

　　　③特定保健指導事業の実施
　　　④�科学的根拠に基づく「栄養・食生活情報」

を編集し、広く県民に周知するため、市町
村・食生活改善推進員会や事業所等に送
付し、広報誌等に活用していただくとと
もに、本会ホ－ムペ－ジ等にも随時掲載す
る。（県委託事業）

　　　⑤日栄委託事業の開催
　　２）�市町村における生活習慣病予防等健康づく

りを進めるためには、望ましい食生活の普
及が不可欠であるため、市町村行政管理栄
養士の未設置市町村に対し、配置要望活動
を他団体と共同で進める。

　　３）�「歯と口の衛生週間」（主催：歯科医師会）
「県民の日」や「いきいきねんりんピック」
等の行事の機会に、「健やか山梨21（第2
次）」計画に沿った望ましい食生活や減塩の

役員選任の件
役　　員　　選　　任　（案）

［公益社団法人山梨県栄養士会定款第22条に基づく役員選出］
氏名 支部・事業部名 勤務先名

会 長
副 会 長
副 会 長
理 事 山　下　ますみ 学校健康教育事業部 ふ じ ざ く ら 支 援 学 校
理 事 秋 山 知 子 学校健康教育事業部
理 事 藤　原　由紀子 公 衆 衛 生 事 業 部 峡 南 保 健 福 祉 事 務 所
理 事 小　池　あゆみ 公 衆 衛 生 事 業 部 甲 州 市 役 所 健 康 増 進 課
理 事 青 木 雅 子 公 衆 衛 生 事 業 部 笛 吹 市 役 所
理 事 田草川　憲　男 研 究 教 育 事 業 部 山 梨 学 院 短 期 大 学
理 事 古　閑　美奈子 研 究 教 育 事 業 部 山 梨 学 院 大 学
理 事 青 木 慎 悟 研 究 教 育 事 業 部 山 梨 学 院 短 期 大 学
理 事 大 柴 由 紀 勤労者支援事業部 キ ー プ 自 然 学 校
理 事 前 田 英 美 地 域 活 動 事 業 部
理 事 佐 野 桂 子 地 域 活 動 事 業 部
理 事 小 林 貴 子 医 療 事 業 部 山 梨 大 学 医 学 部 附 属 病 院
理 事 深 澤 幸 子 医 療 事 業 部 保 坂 内 科 ク リ ニ ッ ク
理 事 平　井　美樹夫 医 療 事 業 部 県 立 北 病 院
理 事 堀　込　かずみ 医 療 事 業 部 北 杜 市 立 甲 陽 病 院
理 事 川　窪　真由美 福 祉 事 業 部 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 花 菱 荘
理 事 守　屋　喜久代 福 祉 事 業 部 介 護 老 人 施 設 コ ス モ
理 事 風 間 智 恵 福 祉 事 業 部 甲 南 立 正 保 育 園
理 事 柿　島　穂津美 福 祉 事 業 部 特別養護老人ホームしもべ荘
理 事 黒 澤 東 江 福 祉 事 業 部 みのりの里介護老人保健施設旭ヶ丘

監 事 大 森 光 子 大森・中込孝元税理士事務所

公益社団法人　山梨県栄養士会定款
第５章　役　　員
（役員の設置）
第22条　本会に、次の役員を置く
　（１）理事　15人以上20人以内
　（２）監事　２人以内
２　�理事のうち１名を会長、２名以内を副会長と、１名を常
務理事とする。

第３号議案第２号議案

氏　　　名
代 議 員 田草川　憲　男
代 議 員 渡 邉 富 雄
代 議 員 深 澤 幸 子
予備代議員 平　井　美樹夫
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大切さや工夫について普及啓発する。
　　４）�「強化精麦普及啓発事業」をさらに積極的

にすすめ、健康づくり、食生活改善活動を
進める。

　　５）�各支部・各職域事業部は、管理栄養士・栄
養士及び県民を対象とした事業の開催や他
団体と共催し、県民の健康づくりを進める。

　　６）�県民の健康づくり計画である「健やか山梨
２１（第2次）」の推進に協力し、特に、
減塩の普及など「栄養・食生活」部門の数
値目標の達成に努める。

　　７）�各種機関・団体等との連携する活動を強化
する。

　２　食・栄養改善人材育成事業
　　１）�生涯教育研修会の実施により、管理栄養

士・栄養士の資質の向上を図る。
　　２）県等と共催の栄養士研修会を開催する。
　　３）�本会が主催または共催する、各種イベント

を積極的に開催し、見識を広げることによ
り、人間性豊かな管理栄養士・栄養士をめ
ざして努力する。

　　４）�栄養業務研究発表会を「栄養改善学会」と
名称を新ため、日頃の地域や職場・職域で
の健康増進活動等の取り組み等について分
析・評価することにより、管理栄養士・栄
養士業務の向上と職域を超えた理解を深め
ることにより、県民健康づくりの充実を図
る。

　　５）�新任者研修会を開催し、新人管理栄養士・
栄養士の資質の向上を図る

　　６）�本会ホ－ムペ－ジが管理栄養士・栄養士及
び県民の便利なツ－ルとなるよう、内容の
充実とタイムリ－な情報の更新を行うとと
もに、研修会開催情報の提供等における業
務支援システムの活用を普及する。

Ⅱ　収益事業
　１　�栄養給食業務関係展示会（定時総会）を開催

し、管理栄養士・栄養士業務の向上に資する。
　２　�会報「栄養やまなし」の発行を通して相互の

情報交換の充実を図る。

Ⅲ　法人事業
　１　組織強化（会員増と組織の活性化）
　　１）�会費の口座（銀行、ゆうちょ銀行）引き落と

し制度を支部、職域事業部などで機会あるご
とに会員にすすめ、会費未納防止に努める。

　　２）�支部役員及び職域事業部役員は、所属会員
の動向を把握し、組織強化を図る。

　　３）�本会、支部、職域事業部は、孤立しがちな
会員のよき相談役になれるような手立てを
講じて、管理栄養士・栄養士の結束に向け
た協力を進めるとともに、未入会者に対し
栄養士会活動についての紹介等により入会
を促す。

　　４）会員の退会防止に努める（継続会員維持）
　　５）�公益社団法人への移行に伴い、総事業費の

50パ－セントを公益事業でまかなうなど、
県民の健康増進のための事業を進める。

　２　会議・委員会の開催
　　１）理事会の開催
　　２）各種委員会の開催
　　　　・「栄養・食生活編集委員会」
　　　　・「栄養やまなし編集委員会」
　　　　・「生涯教育運営委員会」
　　　　・�「在宅高齢者訪問栄養食事支援従事者育

成委員会」
　　　　・�「災害支援（ＪＤＡ－ＤＡＴ）チームス

タッフ養成委員会」

平成 28年度収支予算書の件

第４号議案



32 栄養やまなし（№ 103） 33栄養やまなし（№ 103）

資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類の件

１．提案理由
　定款第42条第1項に規定する、会長が作成した「資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類」につい
て、社員総会の承認を得たいので、その承認をお願いするものであります。

　資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類はつぎのとおりであります。

定款の一部変更の件

提案理由
　第14条について
　　　�総会の権限として、「事業報告及び附属明細書の承認」を必要とすることとし、旧定款の（６）

事業計画及び予算の報告は第42条に入れた。
　第42条について
　　　�「事業計画、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類」は、旧定款では3月

中に理事会の議決を経て、社員総会を開催しなければならないとなっており、実際、この理事
会、総会を3月中に行うことは不可能である。

　　　そこで、新定款では、3月に理事会の承認を受けたものを新年度総会に提案することとした。

　定款の変更について
新 旧

第４章　総　会
（権限）
第 14条　総会は次の事項について決議する。
　（６）事業報告及附属明細書

第９章　資産及び会計
（事業年度）
第 42条　�本会の事業計画、収支予算書、資金

調達及び設備投資の見込みを記載し
た書類については、毎年度の開始の
日の前日までに、会長が作成し、理
事会の決議を経なければならない。

（事業報告及び決算）
第 43条　
　２　�前項の承認を受けた書類のうち、第１号

から第６号の書類について総会に提出
し、承認を受けなければならない。

第４章　総　会
（権限）
第 14条　総会は次の事項について決議する。
　（６）事業計画及び予算の報告

第９章　資産及び会計
（事業年度）
第 42条　�本会の事業計画、収支予算書、資金

調達及び設備投資の見込みを記載し
た書類については、毎年度の開始の
日の前日までに、会長が作成し、理
事会の決議を経て社員総会を受けな
ければならない。これを変更する場
合も、同様とする。

（事業報告及び決算）
第 43条　
　２　�前項の承認を受けた書類のうち、第１、

第３から第６の書類については総会に提
出し、第１号の書類についてはその内容
を報告し、その他の書類については承認
を受けなければならない。

第５号議案 第６号議案

第 4 号議案関係 
 
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類変更の件 
 
１提案理由 
 定款第 42 条第 1 項に規定する、会長が作成した「資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類」につ

いて、社員総会の承認を得たいので、その承認をお願いするものであります。 
 
資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類はつぎのとおりであります。 
 
 

 

 事 業 自  平成２７年４月１日  法人コード 　Ａ ００３９５６

 年 度 至  平成２８年３月３１日  法人名  公益社団法人山梨栄養士会

 借入の予定

 事業番号 金　　　額

 事業番号
支 出 又 は 収 入

の 予 定 額

資資金金調調達達及及びび設設備備投投資資のの見見込込みみににつついいてて

設備投資の内容 資金調達方法又は取得資金の使途

（１）　資金調達の見込みについて

（２）　設備投資の見込みについて

 設備投資の予定 　当事業年度内に設備投資の予定はない。

借　　入　　先

　当事業年度内に借入の予定はない。

使　　　　途
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社　　　名 電　　話 担　　当 業　　務　　内　　容

エ コ ア 株 式 会 社 ０５５－２４１－１７５５ 相 川 秀 樹 防鼠害虫駆除

和 泉 産 業 株 式 会 社 ０５５－２２２－１１５３ 飯 野 知 彦 食器、厨房機器

大 塚 製 薬 甲 府 出 張 所 ０５５－２７６－８５８１ 藤 井 一 徳 ポカリスエット、ネイチャーメート

オ ギ ノ 食 糧 ㈱ ０５５－２２２－５１８１ 深　沢　千恵子 給食材料

㈱ オ ズ プ リ ン テ イ ン グ ０５５－２３５－６０１０ 丸 山　　 健 印刷、出版、紙工

㈱三和化学研究所　東京支社 ０３－３２３２－０５７１ 中 山 清 高 医療用食品の研究開発・販売

甲 信 食 糧 ㈱ ０５５－２７３－４５６１ 入 倉 斉 二 食品材料卸

シ キ シ マ 醤 油 ㈱ ０５５－２７３－６８４４ 小 林 秀 男 醤油、減塩調味料 ､ジャネフ製品

信 濃 化 学 工 業 ㈱ ０２６２－４３－１１１５ 営 業 部
上 野 清 登 食器 ､トレイ

㈱ テ ン ヨ 武 田 ０５５－２６６－５２５１ 深 沢 正 道 醤油、給食材料

㈱ 日 新 厨 房 企 画 ０５５－２７３－３８８１ 杉 本 哲 史 厨房設備の企画・設計・施工管理、厨房機器販売、
修理・保守点検管理、厨房に関する相談業務

㈱ は く ば く　 管 理 本 部 ０５５－２７４－８９８９ 輿 石　　 修 麦の総合食品メーカー、「骨太家族」

湊 與 ㈱ ０５５－２２６－３７４２ 小 野 健 一 鮮魚、煮貝

㈱ マ ル ハ チ 村 松 ０３－６２２５－２５０３ 山 田 悟 志 鰹の素、だしの素

山 梨 ヤ ク ル ト 販 売 ㈱ ０５５－２３７－８９６０ 柳 本　　 剛 健康科学ヤクルト

三 信 化 工 株 式 会 社 ０３－３５３９－３４１４ 飯 塚 メラミン ､ポリプロ食器

テ ル モ 株 式 会 社 ０２６３－４８－０７０１ 大　庭　幸一郎 医療用食品の製造、販売

東洋羽毛首都圏販売株式会社
西 東 京 営 業 所 ０４２－６７５－８８１１ 片 野 博 之 羽毛布団

東 京 サ ラ ヤ ㈱ 東 京 営 業 所
八 王 子 出 張 所 ０４２－６２０－０３２１ 松 田 康 志 食品衛生材料、栄養食品の製造、販売

日 清 医 療 食 品 ㈱ 中 部 支 店 ０２６－２６９－６７００ 寉 田　　 学 給食委託業務、給食材料、濃厚流動食

株式会社    岩崎　松本営業所 ０２６３ ‐ ３９ ‐ ０５０１ 萩 原 哲 也 食生活、栄養指導用食品模型製造、販売

株 式 会 社 ク リ ニ コ ０３－３７９３－３９３９ 森 川 貴 子 病態栄養食品の普及、販促

東 洋 シ ス テ ム サ イ エ ン ス ０４５－４５１－３１９１ 天 野 雅 浩 給食・栄養管理及び指導ソフト
「カロリーメイク」の開発販売

㈱ オ オ キ ０５５－２７３－６６４４ 芦 澤 秀 雄 食品、環境の衛生管理、ソフト、ハードの全般

㈱ ユ ウ シ ス テ ム ０５５－２２３－３０８５ 山 口 竹 夫 福祉関係ソフトウエア開発、
コンピューター機器販売

株 式 会 社 明 治　 関 東 支 社 ０４２－５４０－７３２２ 志　村　有希子 栄養食品、乳製品製造、販売

社　　　名 電　　話 担　　当 業　　務　　内　　容

花王㈱ヘルスケア食品研究所 ０３－５６３０－７２６７ 吉 本 弥 生 花王製品の販売

長 谷 川 化 学 工 業 株 式 会 社 ０４７－４８２－１００１ 本 田 光 夫 まな板・ほうちょうなどの製造販売

大 陽 食 品 株 式 会 社 ０５５－２２４－５４１５ 新 津　　 明 業務用総合食材、老人医療用食材卸

エ コ ラ ボ 株 式 会 社 ０３－５２８５－２６５３ 松 野 泰 明 洗浄剤、殺菌剤の製造、販売

株 式 会 社 せ ん だ い ０５５－２６２－１１７０ 伊 藤 英 文 納豆の製造販売

カ ゴ メ 株 式会社　東京支社 ０３－３８６１－７０１１ 浜 井 純 子 飲料、調味料・パスタソースなどの製造 ･販売

伊 那 食 品 工 業 株 式 会 社 ０２６５－７８－１１２１ 小田切　　　誠 寒天及び介護食用寒天製品・家庭用食料品
（デザート等）製造・販売

ト オ カ ツ フ ー ズ 株 式 会 社 ０４５－５６４－５７４１ 森 田 道 昌
弁当・おにぎり・サンドイッチ・惣菜・麺類などの
調理済食品及び冷凍弁当・冷凍惣菜などの製造販売
宅配

㈱ 日 本 食 生 活 改 善 指 導 会
東 京 本 部　 関 東 事 業 所 ０４２－７３０－８３２３ 豊 澤 範 衛 無水鍋など調理器具の PR

株 式 会 社 お ぎ そ ０５７２－５９－８６３９ 矢 倉　　 尚
学校・保育所・病院・福祉施設の給食用食器、リサ
イクル強化磁器食器の製造販売。破損した強化磁器
食器の回収・リサイクル等、環境に配慮した事業活動

株 式 会 社 コ ー ゲ ツ ０５５- ２６０－７３１１
080-3472-9586

山 梨 営 業 所
加 藤　　 良 冷凍食品・食材関連品の卸販売業務

生活協同組合パルシステム山梨 ０５５ー２４３－６３２７ 小 沢 浩 二 食品・家庭用品等の販売

味 の 素 冷 凍 食 品 株 式 会 社 ０３ ‐ ５７９８ ‐ ８６５３ 佐 藤 冷凍食品の研究開発・製造・販売

ホシザキ東京株式会社山梨支店 ０５５－２３７－７１２６ 坂 元 誠 治 業務用厨房機器の販売及びアフターサービス

サ ン ワ フ ー ズ 株 式 会 社 ０５５０－８３－１１２２ 齊 藤　　 猛 病院・老健施設給食、社員食堂・レストラン等

株式会社インフィニバリュー ０７０－６９８８－００２５ 玉　川　眞奈美 メニュー、新商品開発及び販路拡大・
アレルギー対応食、食材のプロモーション

有限会社　糧とく東京営業所 ０３－５２４６－４２０３ 伊 藤 喜 嗣 米（給食用）の精米・販売、厨房・医療機器の販売、
業務用パン（常温・冷凍）の卸売等

味の素㈱東京支社 甲府出張所 ０５５－２６８－１２５５ 西 嶋 慎 治 家庭用・外食用の調味料、加工食品の販売

ライオンハイジーン株式会社 ０３－５８１９－６６６７ 本 多 美 邦 業務用洗剤、除菌剤の製造販売 総合衛生管理提案・
診断・講習の実施

㈱ 全 国 訪 問 健 康 指 導 協 会 ０３－５２０９－８９１０ 西 尾 俊 英 特定保健指導事業

☆　賛　助　会　員　名　簿　☆
公益社団法人　山梨県栄養士会賛助会員（順不同）  　　　　　　　　　　　　平成 28年４月１日現在
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会員の皆様にお願い！

１．会員の皆様に情報をお送りするためにパソコンメールのアドレス登録をお願いいたします！！
　　メールアドレスを登録いただくと・・・。
　　　①　栄養士会からのお知らせが早くとどきます。
　　　②　日栄からの「みえまる」（国や日栄の情報）を転送いたします。
　　　③　他団体の研修会や講演の情報等をいち早く受け取れます。

☆　パソコンメールのアドレス登録方法
　　＊　まずは山梨県栄養士会事務局へメールを送付！！

　　メールに記載いただく内容

　「件名」： メールアドレスの登録依頼
　「本文」： ①　会員番号　　 ②　氏名　　 ③　所属職域事業部

　　　※　�研修会の要項等、添付データがありますので、必ずパソコン又はスマホのメールアド
レスでお願いいたします。

　　　　　FAXや郵送等ではなく、栄養士会あてにメールにてご連絡ください。
　　　　　メールアドレスが変わった場合もご連絡ください。

☆　山梨県栄養士会メールアドレス
　　yamaei@sky.plala.or.jp
　　（山梨県栄養士会ホームページにもメールアドレスが載っています！！）

　　＊　何かご不明な点等ございましたら、事務局までご連絡ください。
　　　　TEL/FAX　055-222-8593

２．研修会の開催情報や申込みは「WEBサービス」が便利です
　　①　県栄養士会ホームページのトップページ上部の「会員WEBサービスはコチラ」をクリック
　　②「事務局からの連絡」ページの「会員WEBサービスはコチラからログイン」をクリック
　　③　会員番号とパスワードを入力
　　　（わからない方は県栄養士会にお問合せ下さい）
　　④「�日本栄養士会会員WEBサービスメニュー」が開きますので、「会員情報」や「研修申

込」をご利用下さい
　　⑤「研修会申込」をクリック
　　⑥「研修会選択」画面が開く
　　⑦　�検索条件の研修会欄 （プルダウン）をクリックすると、現在の研修会の開催予定が確

認できます
　　⑧　研修会名をクリックし、 検 索  をクリックする
　　⑨「研修会一覧」の「演題」欄の青字の演題をクリックすると「研修会詳細」が表示されます
　　⑩　申込みは、「研修会一覧」の右はじの「申込」の□をクリックして下さい
　　⑪　これで申込手続完了です
　　⑫　自動的に申込みを受理した旨のメールがとどきます

栄養やまなし№ 103  平成 28年５月 30日
発　行　所　公益社団法人山梨県栄養士会
	 〒400-0805　
	 甲府市酒折１丁目１−11
	 日星ビル４階
TEL・FAX	 0 5 5－ 2 2 2－ 8 5 9 3
HPアドレス
http : //www.eiyouyamanashi.com/

メールアドレスyamaei@sky.plala.or.jp
印　刷　所　㈱オズプリンティング

◆山梨県栄養士会HPの会員専用ページへの入り方　パスワード：yamaei2013

◎平成28年度　正会員会員証について
　平成 24年度より会員証は、５年更新のカー
ド形式となっております。（平成 24年～ 28年
まで有効）そのため、平成 28年度まで会員証
の送付はありませんので、ご了知下さい。なお、
紛失の場合は有料（1,000 円）にて再発行いた
します。また、会費の領収書は通帳記載、コ
ンビニ払込受領証等により代えさせて頂いて
おりますが、必要な場合は、事務局までご連
絡下さい。

◎毎年の会費の納入は自動引落でお願いします。（毎年４月10日に引落します）
　自動引落し手続きは、山梨中央銀行本・支店、又はゆうちょ銀行で自動払込利用申込を行って下さい。
手続きには、通帳と印鑑が必要です。
　振替指定口座（中銀）または払込先（ゆうちょ）は、下記の会費振込先のそれぞれの口座です。

◎会員登録事項の変更は早めにご連絡を！！
・住所が変わった時・・・・・
・勤務先が変わった時・・・・
・結婚等で姓が変わった時・・
・県外に引っ越しの時　⇒　＜転出届＞
・退会の時　⇒　＜退会届＞

編 集 後 記
　新年度がスタートし、皆様におかれましては
忙しい毎日を送っていることと思います。
　今年度もご支援、ご協力を宜しくお願いします。
　また、管理栄養士・栄養士のスキルアップのた
めの生涯教育研修会やその他研修会には積極的に
参加して頂きたいと重ねてお願いいたします。
　なお、今号は 6月 24日（金）の定時総会資料
となります。忘れないようにお持ち下さい。
多数の方の参加をお待ちしております。

（編集委員一同）

◎編集委員
　田草川憲男、平井美樹夫、羽中田　睦
　佐藤　悦子、塚原　順子、天野江津子
　沢登　京子、小佐野真実、風間　智恵

☆事務局の開所時間について
　栄養士会事務局は月曜日～金曜日の午前9時
～午後4時です。

会　費
　日本栄養士会費　　　　　6,500 円
　山梨県栄養士会費　　　　7,500 円
　連盟会費（連盟の口座）　2,000 円

ゆうちょ銀行
通帳から振替（窓口扱） 144 円
通帳から振替（ＡＴＭ扱） 無　料
現金を窓口で払込 540 円

☆ゆちょ銀行の指定口座

引落手数料　　25円

山梨中央銀行 （ATM）（窓口扱）
山梨中央銀行甲府駅前支店からの場合 108 円 216 円
山梨中央銀行本店・他支店からの場合 216 円 324 円

☆山梨中央銀行の指定口座

引落手数料　　108 円

◎銀行窓口及びＡＴＭからの会費振込手数料

山梨中央銀行甲府駅前支店
（普通）287296
公益社団法人　山梨県栄養士会

口座　10890 － 11752671
公益社団法人　山梨県栄養士会

事務局からのご 案 内事 務 局からのご 案 内




